
 

 

 

                                                     

 

 

 

教育目標 「向上心に燃え 心身ともにたくましく 実践力のある生徒」 

 
 

 

 

 

 

 

 

親の気持ち・子の気持ち 
校長 櫻井 直人 

 

今から20年前のことです。幼少期から野球をやってきた私は、野球部の顧問をしていました。部員数

は約40名、部員ともども一生懸命、練習に励んでいました。「周囲に感謝、しっかりと準備、失敗して

も下を向くな」をスローガンとして、どちらかというと厳しい指導をしていました。 

 

あるとき、控え選手の保護者が私のところに相談にきました。「先生は、試合の時に見に来てほしいと

言いますが、息子は『見に来るな』というのです。私たちは見に行きたいのですが、どうしたらいいか、

わかりません」とのこと。その部員は一生懸命頑張っていますが、試合に出たり出なかったりの実力で、

恥ずかしさもあったのでしょう。しかし私は、「〇〇くんが何と言おうと、ぜひ見に来てください」とそ

の保護者に伝えました。すると、保護者のとった行動は「隠れて見る」だったのです。私は、その部員に

伝えました。「保護者は君の気持ちと私の言葉で板挟みになっている。その結果、あの柱の陰から君に見

つからないように観戦している。君は、両親を見つけても絶対に責めてはいけない。知らんぷりしていな

さい。親の気持ちを考えなさい」と。その後、その部員は私の言う通り、知らないふりをしました。それ

ばかりではなく、「今日は打ったよ」「今日はエラーしてしまった」と食事の時、試合の様子を話すよう

になったそうです。保護者はいつも嬉しそうに聞いていたとのことです。 

 

もうひとつ。市内大会【当時は地区大会の前に市内大会があり、24校中12校が地区大会に進出】当

日。いよいよ負けたら3年生は引退の大事な試合です。みんな緊張MAXで絶対に勝とうと意気込んでい

ます。そんなとき、主将で4番でキャッチャーの部員が、「申し訳ありません。スパイクを忘れました」 

と申しでてきました。当時、道具を忘れたら試合には出場しない、というきまりを作っていました。しか

し大事な初戦です。負けたら終わりです。チームの大黒柱でしたが「残念ながら1試合目は出場しない」 

と本人に私から伝えました。チームは大騒ぎです。「ぼくのスパイクを使ってください」という控え選手

や「すぐに親が届けるから」という周囲の保護者の意見もありましたが、私は、出場させませんでした。

この件に関しては、「厳しすぎる」と一部の保護者からは理解していただけませんでした。しかし、その

子の父親は「監督の措置は当然だ」と擁護してくれました。ちなみに、その初戦は勝ち、2試合目からは

保護者の届けたスパイクをはいて大活躍し、市内大会、地区大会そして県大会も勝ち抜き、北信越大会に

も出場しました。 

 

 数年後、成人式でその主将に会いました。彼は「正直、あのときは先生と親父に腹が立った。しかし今

なら理解できる。おかげで準備の大切さがよくわかり、周りに感謝できるようになった。ありがとうござ

いました」と話していました。これが成長だと思います。親は、そして教師は、子の、生徒の、成長につな

がることをやり続けたいと考えています。 
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＜5月 11日(木)＞ 花いっぱい運動 

 

 

「吉川を花で華やかに！」今年も花いっぱい運動の植栽作業を吉川区青少年育成会議及び橋本園芸の皆

様と行いました。各自のプランターには日々草、前庭にはサルビアとマリーゴールドを植えました。1人

1つのプランターを任され、生徒たちは登校後、水やりするなど、とても大切に育てています。ご来校の

際には、ぜひご覧ください。 

  

 

＜5月 18日(木)＞ 第 1回生徒総会 

  

 

 

 

 

 

 

 

生徒総会が行われました。きちんとした議会の形式をとり、議長の進行の下、各委員会、部活動から今

年度の活動計画が説明されました。それに対してたくさんの質疑が出され、各組織から自分たちの言葉で

回答がなされました。堂々として好感がもてる受け答えでした。この総会を経て、生徒会の活動が本格的

にスタートします。 

  

 

＜5月 26日(金)＞ 教育実習終了 

 

 

 

 

 

 

 

上越教育大学の教育実習が終了しました。期間中、生徒たちが積極的にかかわろうとしている場面が多

くみられうれしく思いました。毎週の振り返りにも「今週はこんな関わりができた」とか「今週はあまり

関われなかったので来週は自分から話しかけたい」等、実習生と関わりを振り返る生徒も多くみられまし

た。様々な人との関わりを通して人間性を豊かにしてほしいと願っています。 

議長 事業説明、質疑への回答 質疑 



 

 

5月 30日(火)＞ 教育期集会② 

 

 

 

 

 

 

 

教育期も第２期「挑戦・自立期」に入りました。生徒会主催で集会を開き、自分たちの手で主体的に取

り組んでいくことを確認しあいました。生徒会のリーダーを中心に有意義な集会となりました。様々な活

動において目標を明確に持ち、仲間と協力して困難を乗り越えていく経験を積み重ね、自信を深めてもら

いたいと期待しています。 

 

 

＜６月８日(木)～９日（金）＞ 定期テスト 

 

 

 

  

  

 

 

 

第１回目の定期テストを実施しました。今までの学習の成果を試す機会になります。各教科の評定は次

の3点で評価し算出されます。①学びに向かう力、人間性等 ②知識及び技能 ③思考力、判断力、表現

力等です。生徒たちは、緊張感のある雰囲気の中、真剣に取り組んでいました。テストに向けての準備、

テスト当日、テスト後の振り返りを積み重ねることで確かな学力一助になると期待しています。 

 

 

＜6月 9日(金)＞ 上越地区大会壮行式 

 

 

 

 

 

 

 

中体連主催の上越地区各種大会に向けての壮行式が行われました。体育委員会が応援団となり、全校の

中心となり選手たちを激励しました。各部からは力強く意気込みが伝えられました。大会は、ソフトテニ

スが６月13、14、19日、剣道が23、24日、陸上が13、14日です。大会結果については各種たよ

り等を通じてお知らせしたいと思います。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※予定は都合により、変更する場合があります。ご了承ください。 

令和５年７月　学校行事予定表

日 曜 行    事 1 2 3 4 給食 5 6 部活

1 土

2 日 通信陸上

3 月
通信陸上
職員会議

○ ○ ○ ○ ☺ ○ ー
な
し

4 火 ○ ○ ○ ○ ☺ ○ ○ ●

5 水
学級優先日
2年職場体験

〇 〇 〇 ○ ☺ ○ ○
な
し

6 木
2年職場体験
キャリア講演会（AM １.３年生）

〇 〇 ○ ○ ☺ ○ ○ ●

7 金
2年職場体験
漢検①

〇 〇 ○ ○ ☺ ○ ○ ●

8 土

9 日

10 月 ○ ○ ○ ○ ☺ ○ ー
な
し

11 火 ○ ○ ○ ○ ☺ ○ ○ ●

12 水 専門委員会 〇 〇 〇 ○ ☺ ○ ○
な
し

13 木 〇 〇 ○ ○ ☺ ○ ○ ●

14 金 〇 〇 ○ ○ ☺ ○ ○ ●

15 土県総体

16 日県総体

17 月 《祝》海の日

18 火 ○ ○ ○ ○ ☺ ○ ○ ●

19 水 〇 〇 〇 ○ ☺ ○ ○
な
し

20 木 〇 〇 ○ ○ ☺ ○ ○ ●

21 金 　 〇 〇 ○ ○ ☺ ○ ○ ●

22 土

23 日

24 月 1学期終業式 ○ ○ ○ ○ ☺ ○ ー
な
し

25 火
小中同時
期末個別面談

26 水
小中同時
期末個別面談

27 木
小中同時
期末個別面談

28 金
小中同時
期末個別面談

29 土

30 日

31 月

¥


